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■野口医学研究所ゆかりの地をご紹介する『All About Philadelphia』 

■米国に於ける医学研修（医学生）実施報告 

■第3回 浅野嘉久賞奨学金授与式 

■野口研修プログラム（NKP）修了式 

■Dr. Asano Lectureのお知らせ、アベ･腫瘍内科･クリニックのご案内 
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第28回NIBC開催内容報告 
（NIBC：Noguchi International Business Conference） 

2017年1月17日（火）  於：野口医学研究所 9階会議室   

『がんでは死なない、死なせない③（3回シリーズ）』 

  

『野口医学研究所のあゆみ』 

米国財団法人野口医学研究所 
創立者・名誉理事 

浅野 嘉久  

野口医学研究所の創立は、遡ること34年前に、私の恩師である浅倉稔
生先生から声を掛けられ、日野原重明先生の門を叩いたことがきっか
けでした。日野原先生が医師として強く影響を受けられたウィリアム
オスラー博士は、「座学だけではいい医師を育てることはできない。
木陰、手術室、ベッドサイド等で先生と生徒が語り合うことで本当の
医師を育てることができる」と提唱されたことで有名です。現在「野
口」は “Humanity and Empathy in Medicine”を標語に掲げ、患者の
痛みや苦しみを共感し「私達に治させて下さい」と言える医師の育成
を目指して活動しています。一時は医学・医療・医術の知識や技術の
向上とジェネラルドクターの育成を主目的としていた頃もありました
が、今は正にオスラー博士の目指された原点に立ち戻ったと言えます。 

 
創立当初はメディアを通じて寄附を募っていました
が、寄附には紐つきのトラブルが絶えなかった為に
外郭団体を設立し、「野口ドクターホットライン®」
という電話医療相談サービスを展開することで独自
に生計を営む仕組みを構築しました。現在はサプリ
メントの企画・販売を加え、医学教育＆交流の為の
資金を捻出しています。 
是非、事業の展開に係るご協力を頂ければ幸いです。 

又、がん対策は治療もさることながら予防することが
大変重要です。禁煙と食事改善に努める一次予防、早
期発見早期治療の二次予防、そして再発、転移を防ぐ
三次予防が不可欠とされます。自ら工夫を凝らし、 
規則正しい生活を心掛けましょう。 

日本人の2人に1人が罹患する“がん”。手術、抗がん剤、放射
線の三大治療が続けられてきたにも関わらず、罹患率は増加
の一途を辿っています。そのような中、第4の療法としてク
ローズアップされているのが免疫治療です。がん治療は、ひ
たすら“がん”に対する攻撃力を高めていく時代から免疫抑制
という“がん”の防御機能を解除し、身体が元々持っている免
疫の力で治療する方向へシフトしようとしています。 
 
抗がん剤や放射線による治療はがん細胞だけではなく正常な
細胞にもダメージを与えてしまうため、治療を受けた人は免
疫力を活性化させる必要があります。その最も効果的な方法
は、食事内容を変えることです。免疫力アップに効果的な食
材を取り入れたバランスの良い食事摂取をお勧めします。 

医療法人社団博心厚生会  
アベ・腫瘍内科クリニック 

阿部 博幸  
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心落ち着く 
ベトナム・フォーの店 

イタリアンマーケット 
9番通りに入ると、他のエリアとは異なる
キレイな彩りに思わず目を奪われます。
色鮮やかな看板や壁に描かれた絵、そし

てカラフルに並べられた野菜や果物の
数々は、いかにもイタリアらしい雰囲気

と言えます。 
 
このイタリアンマーケットは、アメリカ
で最大且つ最も歴史の古い屋外マーケッ
トで、魚屋、肉屋、チーズ専門店などの
様々な店舗が並び、住民の台所として親
しまれています。又、食品のみならず、
多くのキッチン用品を取り揃える店舗も
あり、イタリア文化を存分に感じながら

過ごすことができるのも魅力的です。 

米国財団法人野口医学研究所が本部を置くペンシルバニア

州フィラデルフィア市は、独立宣言が為された合衆国誕生

の地として有名です。 

野口医学研究所と深い関わりのあるフィラデルフィアにつ

いて、連載でご紹介していきます。 

ダイナミックな食事の多いアメリカでは、「薄

味」「繊細」な味付けに出会うことはほとんど

ありません。勿論フィラデルフィアも例外では

なく、数日過ごすだけで胃を休めたいという思

いに駆られることは間違いないでしょう。 

そんな時私達野口スタッフが必ず立ち寄るのが、

あっさりとしたベトナム・フォーを味わうこと

のできる『PHO75』。肉団子や牛肉の薄切りを

始め、牛の胃袋や柔らかくした腱などのトッピ

ングが用意されており、好みに合わせて選ぶこ

とができるようになっています。 

添えられてくるのは大量のもやしとミントの葉、

そしてパクチー。勿論パクチーを入れるかどう

かはあなた次第ですが、少しずつ薬味を変えて

味の変化を楽しむのも面白いですよ。 
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米国財団法人野口医学研究所では2017年度も、医学生を対象としたClinical Skills Programを実施

しました。臨床症例の推論方法を理解し、模擬患者やシミュレーターを用いた実践的な研修を行っ

た医学生の声をご紹介します。 

2017年3月24日（金）～３月31日(金)   
於：Sidney Kimmel Medical College at Thomas Jefferson University 

Thomas Jefferson University Hospital  

2017年 米国に於ける医学研修(医学生)  

★JeffHOPE★ 

野口医学研究所のプログラムでは、医師とし
て重要な心構えに焦点が当てられており、将
来のビジョンについて深く考えることができ
ました。最後になりましたが、この研修を無
事終えるまでご尽力くださった全ての方々に
心からの感謝を申し上げます。 

米国の医療に触れ、医学英語のシャワーを浴
びているかのような刺激的な日々を過ごすこ
とができました。学生を中心とした無料診療
施設“JeffHOPE”では、アメリカの医療の社
会的な背景を学ぶことができました。 

内科病棟における医療の質の高さに大変驚き
ました。回診のことをPatient Centered 
Roundと呼んでおり、患者さんに関わる医
師・看護師・薬剤師・PT・OT・ケアマネー
ジャーなど多くのチームメンバーで、患者の
状況を多角的に捉えて診療を行っていました。 

★Outpatient Pediatrics 
 

Dr. Joseph F. Majdanは、長年医学教育に
専念されています。私たちは心臓の診察、
臨床推論の基礎についての講義を受け、レ
クチャー、シミュレーションセンター等、
米国の医学教育がいかに充実しているかを
実感しました。 

★Outpatient Family Medicine 

★Lecture＆ClinicalTrainig★ 

★Observation ★  

★Clinical Skills with a Master Clinician  

★Introduction to Simulation Models 

★Internal Medicine 

★“Our Brother’s Place ” – Men’s shelter 

 ★“Eliza Shirley House” –Women and children’s  shelter 
  
 ★“Sunday Breakfast Mission” –Men’s shelter 

★その他★ 

★Volunteerism and Medical Care in US  

★Emergency Medicine  

★Welcome Dinner 

★スポーツ観戦 

★Closing Ceremony ★Farewell Dinner 

★コンサート鑑賞 
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4月5日（水）、女子栄養大学 坂戸キャンパスに於いて、女子栄養大学大学院入学生への『浅野嘉

久賞』授与式が行われました。浅野嘉久賞は、研究の質の向上と高度専門職業人養成を目的とし

ており、女子栄養大学の大学院修士課程に進学する優秀な人材に対し、米国財団法人野口医学研

究所創立者・名誉理事、一般社団法人野口医学研究所社員総代 浅野嘉久個人が授与するものです。 

2017年4月5日（水）  於：女子栄養大学 坂戸キャンパス  

第3回 浅野嘉久賞奨学金授与式 

＜授与対象者＞ 
 

学部成績が優秀、且つ卒業研究に熱心に取組んで

いて、卒業研究の指導教員の推薦があり、更に大

学院入学試験に優秀な成績で合格した者 

香川明夫 理事長・学長  香川芳子 学園長 

奨学生を囲んで 

この厳しい条件の中から上原綾さん（保健学専攻、写真

上）、佐々木奈緒さん（栄養学専攻、写真下）の2名が選

出され、浅野嘉久本人より給付決定通知が手渡されました。 

浅野嘉久 
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3月24日（金）、東京ベイ・浦安市川医療センター(野口英世記念 野口国際医療センター)にて「野

口研修プログラム（NKP）」の修了式が行われました。2017年度は内科9名、救急2名、外科4名の

計15名がプログラムを修了しました。 

2017年3月24日（金）  於：東京ベイ・浦安市川医療センター 
                   (野口英世記念･野口国際医療センター)  

野口研修プログラム（NKP）修了式 

NKPとは、米国財団法人野口医学研究所が実施し
ている総合診療時の臨床研修プログラム「野口研
修プログラム（Noguchi Kenshu Program）」の
略称で、国際標準の医療を提供できるジェネラリ
スト(総合医)の育成を目的としています。 

NKPとは 

【プログラムの特徴】 

ジェネラル 

スペシャル 

Generalist 

野口研修プログラムに関わる先生方と修了生 証書＆野口メダル授与式の様子 

専門医 

総合診療医 

①国際基準であるACGME（米国の卒業医学教育認定評議会）の 
 スタンダードに準拠。 
 

②診療だけでなく教育や管理もできる一人前のジェネラリストを育成。 
 

③日本式救命救急に加え、北米式救急のスキル習得を目指す。 
 

④地域や離島、へき地で自信を持って診療できる能力を養う。 
 

⑤国際基準に則った指導医の診療を通して、国際的に通用するグロー 

 バルな医師を育成。 

修了生に贈られるメダル 



ご相談は「野口医学研究所」まで 
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米国財団法人野口医学研究所評議員の阿部博幸先生
が理事長を務めるがん治療専門のクリニックです。 
 
アベ･腫瘍内科･クリニックは、免疫細胞療法を中心とし
たコア治療でがんの根治を目指しています。又、あらゆ
る意味において患者様の負担が軽減され、癌治療の効果
がより高くなるよう、がん治療の臨床・研究に取り組ん
でいます。 

― 野口医学研究所の提携クリニック ― 

Dr. Asano Lecture 
2017年5月2日（火） 

於：Thomas Jefferson University   

2017年5月2日（火）～4日（木）の3日間に亘り、Thomas 

Jefferson Universityに於いてJefferson Japan Weekと称

する講演会が開催されます。 

第一日目のオープニングセレモニーの後には、米国財団法人野口医学研究所の創立者である

浅野嘉久が34年間の集大成としてイントロダクションスピーチを行ない、北村聖先生(東京

大学名誉教授・国際医療福祉大学医学部長)と共に、日米に於ける医療の違いや医学教育＆

交流活動を実施し始めたきっかけ等についてお話しする予定となっています。 

（イメージ） 
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     ＆コメント 
  

お待ちしています！ 

Facebook＆アメーバブログ 

     ＆コメントお待ちしています！ 

異業種交流会・セミナー【野口医学研究所】 

交流会公式Facebook 浅野嘉久公式サイト 

NIBC公式Facebook 浅野嘉久公式サイト 


